
出典：平成２５年３月 地域包括ケア研究会報告 「地域包括ケアシステムの構築における今後の検討のための論点」

「介護・リハビリテーション」「保健・予防」が効果的な役目を果たすものと考えられます。

○ 地域包括ケアシステムの５つの構成要素（住まい・医療・介護・予防・生活支援）をより
詳しく、またこれらの要素が互いに連携しながら有機的な関係を担っていることを図示した
ものです。
○ 地域における生活の基盤となる「住まい」「生活支援」をそれぞれ、植木鉢、土と捉え、
専門的なサービスである「医療」「介護」「予防」を植物と捉えています。
○ 植木鉢・土のないところに植物を植えても育たないのと同様に、地域包括ケアシステムで
は、高齢者のプライバシーと尊厳が十分に守られた「住まい」が提供され、その住まいにお
いて安定した日常生活を送るための「生活支援・福祉サービス」があることが基本的な要素
となります。そのような養分を含んだ土があればこそ初めて、専門職による「医療・看護」
「介護・リハビリテーション」「保健・予防」が効果的な役目を果たすものと考えられます。

地域包括ケアシステムの捉え方


